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論文の合否については別途定められる。

授業
形態

成人看護学領域における特論・演習を踏まえ、重症・危篤あるいは慢性病の看護技術開発・評価に関わる研究課題に沿って研
究活動を推進し、その結果を修士論文としてまとめることにより、研究者として必要な基礎的能力の習得と研究者倫理等の姿
勢の育成する。

専門科目

玉田 章（307）
竹本 三重子（303）

論文（70%）、研究計画（20%）、取組み状況（10％）

1年次
2年次

遠隔授業

1．自己の研究課題に沿った研究計画書を作成し、それに基づき自主・自律的に研究計画を遂行することができる。
2．計画の実施により得られたデータから、修士論文を執筆することができる。
3．研究内容を修士論文発表会や審査会で発表し、質問に対して明確に回答することができる。
4．研究過程を通じて、研究者としての倫理観を醸成することができる。

成人看護学特別研究
Research Project in
Adult Nursing

参考書等

教員への連絡方法
(メールアドレス)

履修
年次

受講者への
メッセージ

特別研究

成績評価方法
(基準)

特に指定しない。

科目等
履修生

【目標1に対して】
　・成人看護学演習を踏まえ、文献検討により成人看護学領域おいて重要かつ自らの関心のある研究課題を明確にする。
　・研究課題を探究するために適切な研究手法などを検討し、実行可能性のある研究計画書としてとりまとめる。
　・研究計画書を作成後、中間審査を受審し、審査員の助言に基づき計画書の修正を行う。
　・研究計画書に基づき、自主・自律的にデータを収集する。

【目標2に対して】
　・収集したデータを適切な方法を用いて分析を行い、その結果を図や表にまとめる。
　・研究課題に対する過程や結果に基づいて考察した内容を修士論文として執筆する。

【目標3に対して】
　・研究課題について、修士論文発表会と最終試験においてプレゼンテーションおよび討議ができるよう整える。

【目標4に対して】
　・研究計画実施にあたっては、倫理的配慮も検討し、本学研究倫理審査会の倫理審査を受審する。
　・あらゆる学習過程を通して、研究者として必要な基礎的研究能力や倫理観を養う。
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必要時に提示する。

教科書

学　習　内　容

12(180)


